
OpenStackの最新技術動向

2015/10/1

Tomoaki Nakajima (@irix_jp)

1

openstack
Open source software to build public and private clouds.

平成27年度 SDN/クラウドセミナー



自己紹介
 日本OpenStackユーザ会
– 会長(2012～)

 東京大学
– 非常勤講師(2015～)

 国立情報学研究所／TOPSE
– 講師(2014～)

 一般社団法人クラウド利用促進機構
– 技術アドバイザー(2012～)

 普段はSI勤務
– クラウド技術の企画・開発(2011～)
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最近の取り組み
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Nova Glance Cinder SwiftNeutron

仮想ネットワーク制御
ハイパーバイ
ザー制御

イメージ
SnapShot管理

ブロック
ストレージ制御

オブジェクト
ストレージ

Horizon OpenStack API

VPNaaS

L3

L2/LBaaS

FWaaS

Heat オーケストレーション

Trove DBaaS

Ceilometer 統計情報の収集・アラート発信 Keystone 認証・認可

Sahara DPaaS

Ironic

ベアメタル
プロビジョニング

OpenStackに関するよろず相談
～作り方、使い方、などなど～



OpenStackは確かに盛り上がってる
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でもみんな何のために使ってるの？



OpenStackを使うと・・・

コスト削減？

標準化？

オープン化？
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結果としてこれらはついてくる



重要なのは
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クラウド環境で動かすことが効果的・経済的な
アプリケーション・システム

このアプリケーションに適した開発スタイル

開発スタイルと親和性の高いプラットフォーム

ビジネス戦略を達成するためのIT活用の方針



結果として
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クラウド環境で動かすことが効果的・経済的な
アプリケーション・システム

このアプリケーションに適した開発スタイル

開発スタイルと親和性の高いプラットフォーム

ビジネス戦略を達成するためのIT活用の方針

コスト削減

ライフサイクル最適化

オープン化



OpenStackは盛り上がっているけど・・・
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http://techtarget.itmedia.co.jp/tt/news/1506/19/news09.html http://www.slideshare.net/takedakn/openstack-50452109

こういう話題が出始めてきています。



なぜか？
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クラウド環境で動かすことが効果的・経済的な
アプリケーション・システム

このアプリケーションに適した開発スタイル

開発スタイルと親和性の高いプラットフォーム

ビジネス戦略を達成するためのIT活用の方針

ここしか見ていない



典型的なアンチパターン
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安い仮想化基盤ソフトだな

今のシステムを
そのまま移行ができるな

上がクラウドクラウドうるさいから
とりあえず使うか

一部の技術をみて判断

市場の大きな変化を見ていない

ビジネス要件を考慮していない



原因１
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これがOpenStackね

実は全体が
OpenStack

知っている部分だけを見て理解（したつもりになる）



原因２
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ホスト・メインフレーム
1970～

オープン・インターネット
1990～

クラウド
2010～

数億～数十億円

7～10年

1年

数百万円

3～5年

数カ月

数百円

数時間～数カ月

数秒～数時間

リソースコスト

減価償却期間

準備期間

時間とコストの大きな変化に気づいていない



原因３

OpenStackを魔法の技術だと勘違いする
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上位の要件は無視

開発スタイルと親和性の高いプラットフォーム

みんな使ってるから、
とりあえず使えばいいか

コスト削減
ライフサイクル
オープン化



先進ユーザに学びましょう

OpenStack Summit

– 国内では数少ない大規模な国
際イベントです。

– 世界のOpenStackユーザ動向
を直接知ることができます。
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https://www.openstack.org/summit/tokyo-2015/



前回サミットでは
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"We are the technology company" "Infrastructure is becoming software"



２つの事例

TD Bank
– カナダの大規模銀行
–大規模なOpenStackプライベートクラウドを構築
– 4,000システムのうち、8割をOpenStackへ移行予定

Time Warner Cable
– 米国No.2ケーブルTV会社
– 2014年よりOpenStackを利用開始
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TD Bank

 経緯

– 金融市場の変化と事業拡大のため積極的買収

– 各プロジェクト毎にサイロシステムが乱立

– 各システムはVender Centric

 企業内での変化

– 社内に30名のエンジニアリングセンターを設立（7月
までに50人規模に）

– 銀行内で横断的に働き、エンジニアの教育も行う。

 隔週のFAQマイクセッション

 コミュニティとの連携

17https://www.openstack.org/summit/vancouver-2015/summit-videos/presentation/architecting-organizational-change-at-td-bank



Time Warner Cable

 経緯

– オンデマンド時代の到来

 従来とは異なるビジネスの展開が必要に

– HW/SWもベンダーにお任せ

 "安定"が最重要の文化

 ソフトよりハード

– 既存システムの統合を試みたが失敗

 企業内での変化

– アプリケーションのクラウドネイティブ化

– DevOps

– 新しいツールとプロセス

18https://www.openstack.org/summit/vancouver-2015/summit-videos/presentation/changing-culture-at-time-warner-cable



まとめ

きっかけは様々
– ビジネス領域の拡大のため
– 競合他社との差別化のため
– 変化への適用のため

木ではなく、森を見ることが重要
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サミットへ参加しよう！

拡散禁止情報

先着100名のみ有効
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OS_JapanUG_H72BWセッションで公開



ご清聴ありがとうございました
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